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井芹川データベース(第二報) 
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１.はじめに 
現在日本における多くの多自然型川づくりを目指した河川

改修が行われている．しかし，二級河川にあたる中小河川

の多くでは自，然に配慮した河川改修は行われていないの

が現状である．又，市街地を貫通している中小河川では川

幅や河川敷が狭く多自然型川づくりを行っても，十分な自

然環境を造る事は難しいと思われる．井芹川における現河

川環境の対策方法を挙げ，井芹川をどのような河川にして

いくべきかを提案した．1)次に Flash MX アニメーション
で井芹川の現状を分かりやすく解説し井芹川データベース

を作成した．2)更に本研究では，ユーザーからの要望を取

り入れ，動画を交えて Flashアニメーションに XMLファ
イルを使用する事で，閲覧者も容易に編集可能なデータベ

ースの作成をする事が出来た． 
 
２.XMLについて 
 XML(eXtensible Markup Language)とはW3Cから勧告
されていた国際標準規格である，国際標準規格に選ばれた

という事は世界中が XML を使ったデータに移行していく
事であり，世界的な規模での情報共有や公開を可能になる

事を意味している． 
 
３.システムの概要 
カヤネズミの調査ビデオに関しては写真と別の場所にファ

イルを保存し編集時に圧縮して取り込んで閲覧可能となっ 
た． 
・カヤネズミの生息調査ビデオ 46.5MB(QuickTime) 
・XMLファイルの容量         8KB 

 
４.データベースの内容 
前回の発表までに作成した井芹川データベース 2)に XML
ファイルを取り入れる事で作成者が Flashアニメーション
でテンプレートを幾つか作成し，編集者は Flashアニメー
ションを習得せず XML を編集するだけで容易にデータベ
ースの作成・変更が出来るように大幅 
変更をした． 
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図１に示すように，今までのデータベースはデータベー

ス作成者のみが内容の管理をする事がき，ユーザーは閲

覧するだけであったが，図２に示しているように XML
を用いる事で Flash作成者・プログラム編集者・閲覧者
とデータベースに関して役割を区分できるようになった． 
図３(a)は井芹川データベースに使用した XMLファイル
の一部分である．Flash で表示させたい写真名・コメン
トを図３(a)のように書き込むと図３(b)のように表示さ
れる．図３(b)はインターネットを通じて閲覧できる井芹
川データベースである． 
 
・ 生態調査 
図４に示すように，熊本県が希少種と指定している 
カヤネズミの巣や個数を井芹川にて調査した様子が 
動画として閲覧することが可能となっている． 

 
５.まとめ 
Flash アニメーションの技術習得に関して容易でない部分
があったが，今回の研究で XML ファイルを用いる事によ
り Flashアニメーションを知らない人でも XMLファイル
の編集だけでデータベースの作成が容易になった．又， 枠
やボタンを Flashアニメーションで作成し，テンプレート
化する事で他のデータベースへの代用もできるようになっ

た． 
インターネットを通じて閲覧している人とデータを共有 
し共に更新するデータベースの作成が出来た． 
 
６.今後の課題 
これまでの研究では，Flash アニメーションで表現してい
た部分も全て XMLで編集・管理できるようにし，GIS や
G-XMLを駆使して井芹川だけでなく様々なデータを 
リンクしていきマルチメディアなデータベースにしていき

たい． 
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